
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書

住所（法人にあ
ては主たる事務
の

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代

の氏名）

事業者の主たる

業種

【］

設備、対象、等

平成20～2２ 支店､営業所電ヵ所 型．Ⅲ

平成20～2２ 電力所（変電所） 笠IIiiiC ヨカス回Ⅲ

平成20～2２ 支店､営業所電ヵ所

注１該当するロには、レロlを,12人してください。特定１FＸ行以外の１１F業打の力はし印の腿人は不要です。

２「恕馳41三度」とはiihilIiMl川のIlI年度を、「11標ｲ'二座」とはiIl･IiiijIlⅡ川の收終年度を、「報(!『ｲﾄﾞ度」とはo}lIlliullllmのうち、今1,1報告の対象となるｲ'二皮をいいます。

３「J1｢乗所等排１１１区分」とは〃〔郷府内の1F災l所等のﾘﾄﾞ乗活､１１のためのエネルギーの侠川に伴い発生する氾窺効采ガスを、「輸送１１[Iilli排川区分」とは〔]動､|[述送りlP某打については侠川の本拠の化椴を〃(都府IAlとするilfilli
の排11Ｉするiu寵効果ガスを、鉄道ﾘ｢乗祈については像ｲjする貨物llIIilixは旅客ilf1ﾘﾘの排１１Ｉするill案効釆ガスを、「その他排Ⅱ}区分」とは｣二記以外の攻梛府内におけるiF3itDr鰊の'１１F乗活動に伴い充２１鳶するiu顎効果ガス
をいいます。

４「原１１t位当たりの漣室効来ガス排ullit等」の「川途I式分」には、００１:燭、１F務所などのjIl途を紀人してください。「Hjnli位の折橡」には、分子の「二綾化灰索換算」の下に分母となる桁橡（'1：座敷lit、廷ぺ床耐
繭、走行距離等）を記入してください。

５「その他の地球泌暖化対jNiによる遡室効来ガスのﾛﾘ減10t蝉」のうち「森林の保全及び縦伽」の「Ⅱ標ｲﾄﾞ皮（汁IIIIi）」欄にはi;lIlIli期１１０１１１のI｣橡の巣１１１を、「報ｌｌｉｲ'二座（災紙）」柵には尖紋の架iI1をilU入してください。

６「特記91F項」には、平成２ｲﾄﾞ度（１９９０年度）をJAWI1とした排lⅡ10tの対比や、肴エネ製,W,ljH苑など他行のiu宝効来ガス排１１Ⅱ1Ｉ波への貢献、グリーン調達の採川、特定フロンなどの条例擶定外の鯉嶺効jlLガスのﾛﾘ波
などを記入してください。

住所（法人にあっ
ては、主たる事務
所の所在地）

大阪市北区中之島３丁目６番１６号

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
表者の氏名）

関西電力株式会社取締役社長八木誠

事業者の主たる

業種 電気事業（一般電気事業者）

該当する事業者
要件 原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

『
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

原京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
持続可能な低炭素社会実現に向けた総合戦略「関西ｅ－エコ戦略」をはじめとした取組みの推進に加え、循環型社会の実現に向けた活動の展開、安心され、
信頼される環境先進企業をめざした取組みの展開を環境行動方針として定め、向こう3年間の数値目標を設定する全社の具体的行動計画「エコアクション」
を毎年策定し、これに基づき環境活動を進めています。

推進体制 ＣＳＲ推進会議・環境部会（主査：常務取締役）を設置し、全社の環境管理に関する具体的行動計画の策定、チェックアンドレビュー等を行っています。ま
た、環境室長は環境管理総括責任者として全社の環境管理活動を総括管理し、関係各所の長は環境管理責任者として所管業務の環境管理活動を推進していま
す。

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
置の状況

年度

平成20～2２

平成20～2２

平成20～2２

設備、対象、工程等

支店､営業所､電力所

電力所（変電所）

支店､営業所､電力所

措置内容

省エネルギー活動の推進により電気便用量を前年度より毎年1％以上削減する。（＜22＞対H21年度比0.1％削減）

変圧器等電気機械設備の点検時におけるSF6ガス回収率97％以上を維持する。（＜22＞回収率99.0％）

エコドライブの推進・実践により車両燃費を前年度より毎年1％以上向上する。（＜22＞対H21年度比7.1％低下）

温室効果ガスの
排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実績）

(１９）年度
(二陵化傑楽換算）

目標年度（計画）

(２２）年度
(二酸化炭染換算）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(22）年度
(二駿化灰畿換算）

増減率
(実績）

6,917.7ｔ 6,434.2ｔ -7.0％ 5,989.7ｔ －１３．４％ 

ｔ ｔ ％ ｔ ％ 

5,712.7ｔ 5,709.9ｔ 0.0％ 8,505.2ｔ 48.9％ 

＊1 12,630.4ｔ ＊２ １２，１４４．２ｔ -3.8％ ＊4 14,494.9ｔ 1４．８％ 

｢Ａ事業所等排出区分」は舞鶴発電所2号機の建設作業の進展に伴う電力便用量の減少により減少しましたが、「Ｃその他排出区
分」は定期点検を行った電気機械機器数等の大幅な増加により増加したため、全体としては基準年度と比ぺ排出量が増加しました
(特記事項参照） 。

原単位当たりの
温室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基準年度（実績） 目標年度（計画） 増減率（計画） 報告年度（実績） 増減率（実績）

％ ％ 

％ ％ 

％ ％ 

その他の地球温
暖化対策による

温室効果ガスの
削減量等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の購入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合計

目標年度（計画）

取釦ｌｆ等 (二酸化灰架換算）

(11l嗜繍iii繭） hａ (吸収lit） ｔ 

(利川」 （） ｎｌ９ (､Ｉ減11t） ｔ 

(鬼魅１ｋ） kwｈ (ﾛﾘ城1it） ｔ 

(熱供給111[） GＪ (１Ｍ波 ｔ 

(購入 kwｈ (､ﾘ減Iit） ｔ 

(峨人 ｔ (､Ｉ賊Iit） ｔ 

＊３ ｔ 

報告年度（実績）

取釦IIt等 (二鹸化灰莱換算）

(轆備､i積） hａ (吸収ﾊﾋ） ｔ 

(利川 rｎＤ (､Ｉ減 ｔ 

(允砿 kwｈ (削城 ｔ 

(熱供給 GＪ (削波 ｔ 

(Ⅱ俶入 kwｈ (､U波 ｔ 

(峨人 ｔ (､ﾘ波 ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(釧:111合i}1.-,Ｉ滅等合計）

基準年度（実績）

＊１ 12,630.4ｔ 

目標年度（計画）

(･2)-(･3）１２，１４４．２ｔ 

増減率（計画）

-3.8％ 

報告年度（実績）

(")-(妬）１４，４９４．９ｔ

増減率（実績）

14.8％ 

地球温暖化対策
に資する社会貢
献活動

･法人のお客さまへは低炭素な電気とヒートポンプをはじめとした高効率機器の組み合わせによる最適なエネルギーシステムをご提案し、一般家庭のお客さまへは環境
性、経済性に優れたエコキュートの普及拡大を図り、地球温暖化の防止に資する取組を推進しています。
･ツパル国の太陽光発電プロジェクト、西豪州環境植林事業、中国風力発電ＣＤＭプロジェクト、ベトナム水力発電CDMプロジェクトなど海外においても温暖化防止等
のための取組を展開しています。

特記事項 1．報告年度（平成22年度）における「Ａ事業所等排出区分」排出量については、舞鶴発電所2号機の建設作業の進展に伴い電力便用量が減少したことにより基準年度
(平成19年度）より減少しました。
２．報告年度（平成22年度）における「Ｃその他排出区分」排出壁については、変圧器等電気機械設備の点検時におけるSF6ガス回収率は97%以上を維持したものの、定
期点検を行った機器数等の大幅な増加（SF6ガス排出量増加）により、基準年度（平成19年度）より増ｶﾛしました。
３．当社電気のCO2排出係数（平成22年度実紙）は「0.281kg-CO2/kWh」であり、この係数を使用した場合、平成22年度（報告年度）の排出量は約13,674t-CO2となり、
821t_CO2（約5.7％）少なくなります。
４．当社電気のCO2排出係数（平成22年度実紙）「0.281kg-CO2/kWh」は暫定値であり、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき別途国から公表される予定で
す｡ 


